戦国文化にみる"生涯学習と学習観" by 荒井魏
戦国文化 にみ る"生 涯学習 と学習観"
"Lif
elong Learning Studies" from the Viewpoint of Sengoku Era Culture
次世代教育学部学級経営学科
荒井 魏
 ARAI, Takashi 
    Department of Classroom Management 
Faculty of Education for Future Generations




























ル ・ラングラン)が 開催され,一 躍脚光を浴びた とこ
ろから始まっている。会議の成果はユネスコの事務局
長に提出された 「ワーキングペーパー」などにまとめ
られた。 日本では当初,社 会教育の一環 として受け止
められ,ワ ーキングペーパーは 「社会教育の新しい動
向」 とい う表題で翻訳 され,ユ ネスコ国内委員会から
刊行 されている。
























教育関係者の問では何 よりも新 しい教育原理 としての
期待を寄せる声が多 く,他方産業界な どでは,技 術革









では,未 成熟な 日本の生涯学習社会の背景は どこに





しての,も う一つの大 きな柱,と い うより生涯学習理


















育法に終わったが,人 権 としての 「生涯学習権」を提

















切 り捨て られてきた部分が多いように思 う。「何でも生
涯学習」といった日本型生涯学習も決して悪 くはない
のだが,そ の底の浅さも,そ うした背景か ら生まれて
いるのではないか。
本論文で,改 めて 日本文化の中の学び文化に焦点を
当てたのは,安 易に切 り捨てられてきたが,そ こに本
来の日本人 らしい自己実現,人 生のクォ リティー追求
の形があったのではないか。それを明らかにすること
は,日本の生涯学習をもっと地に足の着いたものとし,
本来の意味の 「日本型生涯学習」づ くりの ヒン トとも
なるのではないか,と 考えたからである。
概念的には 「古典的生涯学習(教 育)論 」の範疇に
入るであろうが,日 本の学び文化も古代以来,素 晴ら
しい伝統を誇る。その中で,あ えて 「戦国文化」にこ
だわったのは,訳 がある。戦国時代 と言えば,普 通は
動乱,荒 涼 とした時代風景 を思い浮べることが多い。
文化的にも不毛の時代 と思われがちである。
しかし,それは大きな誤解なのだ。茶道,能,書 院












新 しい時代の文化創造 に寄与できるのかとい う問題 と
の関わ りでも,多 くのヒン トを与えて くれそ うな思い
がしたのである。なお戦国時代は,1467年からの応仁
の乱が始まりとされるが,終 わ りをいつ とするか諸説
ある。ここでは関が原の戦いまでの戦乱の続いた激動




いたと思われがちだが,有 能な武将 ・武人として知 ら
れている人物ほど生涯 にわたる学びの意欲を強 くもち
続 けた。教育的訓話 「三本の矢」伝説で知 られる毛利
元就,川 中島の決戦で知られる武 田信玄,上 杉謙信 ら
は詩歌にいそしんだことで知 られ,元 就の場合は歌集
「春霞集」も残し,信 玄も山梨県若草町の法善寺に奉




だったはずである。歌枕ひ とつ とっても,さ まざまに














成 り上が り者で教養 とは無縁に思われがちだが,能,
茶の湯,和 歌などに励み,特 に能,茶 の湯は,玄 人は
だ しであった。 しかも学びを人にすすめることにも熱
心で,伏 見城を築城した際には学問所を設けた。その




問所だが,秀 吉には天下人として到来 した"平 和の時
代"に ふさわ しい教養を,諸 大名たちに身につけさせ
るとの狙いもあったのであろ う。付き合された大名の
一人,佐 竹義宣は 「この分では自分は,関 東一の数寄
者(風 流人)で あるかもしれない」 といったぼやきに
近い書状を家臣に送っている。














問題は動乱の時代に,そ の熱心な学びぶ りが どうして
生まれ,持 続 されたのかである。 この問いかけは,経
済の風むき一つでつまついてしまう現代の生涯学習と
比べる時,示 唆深いものがあるのではないか。答 えと











た時代において,武 将 も 「生」の在 り方に鈍感でいら
れるわけもなかった。また,そ ういった見方がなけれ























学びの真剣さは,領 国の甲斐(山 梨県)に ある恵林
寺の住職に惟高妙安,策 彦周良,快 川紹喜 ら当時都で
知られた有数な知識人の傑僧を次々 と招いたことから
も想像できる。このうち快川紹喜とは,師 弟の関係で
あると同時に文学を語 り合 う友といった関係にも近 く,
詩歌を通 じてのさまざまな逸話 も残されている。信玄
死後の武田家滅亡時,快 川紹喜は織田信長に抵抗し 「心






く都に上洛 したい との希望を語 り,上洛後,天 皇に拝
謁するとい う公式行事の次に真っ先にしたいこととし








をしる。大身小身共に歌 ・連歌た しなみ候ヘバ,ま た



























法度である。驚 くことに第1条にいきな り 「文武弓馬の
道,専 ら相嗜むべき事」 として 「文を左に武を右 にす
るは,古 の法なり,兼 ね備えざるべからず…」 と述べ
られている。
つま り文武両道,花 も実もあってこそ武士 とい う規
定である。家康が生涯で誰 よりも尊敬 したのは,自 分
以前の天下人であった信長でも秀吉でもな く,信玄で
あり,その遺族,旧 家臣たちを大事に扱った ことはよ
く知 られている。その家康が武家諸法度制定時 に 「信
玄家法」 とも呼ばれる 「武田信繁家訓」や信玄の考え
方を旧家臣たちか ら聞いて参考 にした とい うのは,ご
く当然の話であろう。




に本来の武士道が生きていた ら,文 を軽視 して武力ば


















文化 と武家文化が混 ざり合っている。 さらに禅文化,
加 えてキ リス ト教文化の影響もみられるとの説もある。












え,立 派な建物や食事の珍味を茶の湯の楽 しみ とする
のは俗世間のことで,「家ハもらぬほど,食事は飢ぬほ
どにてたる事也,是 仏の教,茶 の湯の本意也,水 を運
び,薪 を とり,湯 をわ か し,茶 をたて 》,仏 にそなへ,
人 にもほ どこし,吾 ものむ,花 をたて香 をた く,ミ な/






でもあった戦国時代は,善 かれ悪 しかれ,個 人の自我
意識が膨張した時代であった。人は傲慢,刹 那的な快
楽に走 りやす く,初 めての南蛮 ・異国文化 との出会い
もあって,文 化的にも価値観の混迷があった。それだ
けに秩序,和 が求め られる時代でもあった。
精神性の高い茶の湯,茶 道が誕生 したのは,こ うし




役"と して禅が用い られたのは,禅 のもつ合理的な精

















行録 「木村宇右衛門覚書」 にも,利 休の茶道観,考 え
方がよく伝えられている。
そこで政宗は千利休 らの本来の茶の湯は,最 近の寄
合いとあまり変わらない茶 と違い,普 殺 うち寛(く つ




の生き方,人 生そのものを指 しているが,日本的な 「道


































の湯に切 り替え,そ こを謙譲な精神を養 う人生修養の
場とし,そ の学びの姿勢そのものに生き方の美がある
と考えていた利休。その思想が本物であったことは,








母の大政所 と正室,北 政所を通じてわびれば許 される



















で,そ の今 日的意味を考えてみたい。近世,近 代 を飛
び越え何故,戦 国の学び文化なのかとい う疑問もある






転換期,現 代もまたポス ト工業化社会,ポ ス トモダン,
ポス トポス トモダンとも言われる変革期の渦中にある。
戦国の戦乱の時代と異なり,現代は平和な時代であ
るよ うに見受けられるが,グ ローバ リズム化によって






そ うした観点 も踏まえて再検証すれば,一 つ には戦


















傲慢 さに対し,生 き方のつつましさ,謙 虚さを。欲
望に対 しては無欲を。モラルが荒廃した戦国の風潮 と
まさに対照的だった価値観を主張 した利休の茶につい
て 『キリシタンと茶道』の著者,西 村貞は 「これ(わ











きれれば,世 界に誇れる新 しい 「日本型生涯学習」を
創造できるのではないか,と の思いを深 くしている。
(「甲陽軍鑑 」 には 「信玄公御出言」 として記載 さ
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